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Ｃ
型
肝
炎
や
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
法

が
新
型
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
や
ポ
リ

メ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
に
よ
り
確
立
さ
れ

つ
つ
あ
る
現
在
、
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
性
肝
炎
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
を
含
む

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
）
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

か
つ
て
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
ウかん

イ
ル
ス
性
肝
炎
に
効
果
が
低
く
、
肝

こ
う
へ
ん

硬
変
や
肝
が
ん
に
進
展
す
る
の
を
悩

み
な
が
ら
診
療
し
て
い
た
こ
ろ
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
性
で
な
い
脂
肪
肝
や
脂

肪
性
肝
炎
の
治
療
は
、
単
に
食
事
・

運
動
療
法
を
す
る
だ
け
で
し
た
。
現

在
１
０
０
０
万
人
以
上
い
る
と
い
わ

れ
る
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
に
合
併
し
た
例
ば
か
り
で

な
く
、
痩
せ
型
の
例
も
あ
り
、
診
断

や
治
療
を
進
め
る
た
め
に
、
日
本
肝

臓
学
会
で
は
２
０
０
６
年
「
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
・
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
の
診
療
ガ
イ
ド
」

を
刊
行
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
そ
っ
て
概
説
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

か
ん
せ
い

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
の
確
定
診
断
は
肝
生

け
ん

し
ぼ
う
て
き

検
に
よ
り
ま
す
が
、
脂
肪
滴
を
伴
う

肝
細
胞
が
３０
㌫
以
上
認
め
る
と
画
像

診
断
で
も
脂
肪
肝
が
は
っ
き
り
し
ま

す
。
脂
肪
性
肝
疾
患
と
は
、
肝
細
胞

に
中
性
脂
肪
が
沈
着
し
て
、
肝
障
害

を
き
た
す
疾
患
の
総
称
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
性
や
自
己
免
疫
の
よ
う
な
成
因

を
認
め
ず
、
明
ら
か
な
飲
酒
歴
が
な

い
の
に
（
ア
ル
コ
ー
ル
量
：
２０
㌘
以

下
）、
脂
肪
性
肝
障

害
を
有
す
る
も
の
を

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
、
そ
の

重
症
例
で
肝
組
織
に

え

し
壊
死
、
炎
症
や
線
維

化
を
伴
う
も
の
を
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ

に
は
、
単
純
性
脂
肪

肝
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が
あ

り
ま
す
が
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
、
肥

満
、
糖
尿
病
、
高
脂

血
症
、
高
血
圧
、
高

尿
酸
血
症
、
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
な
ど

の
危
険
因
子
が
複
数
存
在
す
る
と
、

単
純
性
脂
肪
肝
よ
り
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

代
謝
障
害
や
薬
剤
に
よ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
の
発
症
の
機
序
は
、

中
性
脂
肪
が
肝
細
胞
に
蓄
積
す
る
脂

肪
肝
発
症
と
活
性
酸
素
に
よ
る
肝
細

胞
障
害
の
２
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

肥
満
患
者
の
６０
〜
７０
㌫
が
単
純
性
脂

肪
肝
、２０
〜
２５
㌫
が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
、２
〜

３
㌫
が
肝
硬
変
で
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ

の
１５
㌫
は
５
年
間
で
肝
硬
変
に
進
展

し
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
生
存
率
は
５

年
間
で
６７
㌫
で
す
。
高
度
線
維
化
し

た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
か
ら
の
５
年
間
の
発
が

ん
率
は
１５
㌫
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肝
機
能
検
査
は
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ

Ｔ
）、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）、
γ
Ｇ
Ｔ

Ｐ
や
Ａ
Ｌ
Ｐ
の
軽
度
上
昇
（
Ａ
Ｓ
Ｔ

＜

Ａ
Ｌ
Ｔ
）
で
あ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に

進
行
す
れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

高
値
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
／
Ａ
Ｌ
Ｔ
比
の
上
昇
、

線
維
化
マ
ー
カ
ー
（
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
、

Ⅳ
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン
）
の
上
昇
や
血
小

板
の
減
少
な
ど
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
の
治
療
の
原
則
は
、

食
事
療
法
や
運
動
療
法
（
有
酸
素
運

動
）
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

り
、
背
後
に
あ
る
肥
満
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
高
血
圧
を
是
正
す
る
こ

と
で
す
。
食
事
療
法
は
、
飽
和
脂
肪

酸
を
抑
え
た
カ
ロ
リ
ー
制
限
や
精
製

さ
れ
て
い
な
い
穀
物
（
玄
米
な
ど
）

か
ら
の
炭
水
化
物
摂
取
が
勧
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
合
併
症
が

あ
れ
ば
ま
ず
そ
の
治
療
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
抗
酸
化
剤
（
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
、
Ｃ
、
ベ
タ
イ
ン
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
）、

し
ゃ
け
つ

瀉
血
療
法
や
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
改

善
薬
（
ア
ク
ト
ス
、
メ
ル
ビ
ン
、
ス

タ
ー
シ
ス
）、
高
脂
血
症
治
療
薬
（
ベ

ザ
ト
ー
ル
、
メ
バ
ロ
チ
ン
、
ロ
レ
ル

コ
）、
Ａ
Ｒ
Ｂ
降
圧
剤
（
ロ
サ
ル
タ

ぼ
う
ふ
う
つ
う
し
ょ
う
さ
ん

ン
）
や
漢
方
薬
（
防
風
通
聖
散
）
も

用
い
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
肝
障

害
の
副
作
用
も
あ
る
の
で
注
意
を
要

し
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
の
多
く
は
、
食
事
・

運
動
療
法
に
よ
る
減
量
で
改
善
し
ま

す
が
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
が
合
併
し

て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
年
１
、

２
回
の
画
像
検
査
は
必
要
で
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
厳
禁
で
す
。

※当番医は変
更になる場合
もあります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

※救急医療のお問い合わせ
●埼玉県救急医療情報センター
�０４８―８２４―４１９９

●埼玉県南西部消防本部
�０４８―４６０―０１２３

※小児救急電話相談
●＃８０００（携帯電話からも相談可能）

※７月の休日歯科応急診療所
実 施 日 ７／６�・１３�・２０�・２１�
受 付 時 間 午前９時～１１時３０分
場 所 新座市休日歯科応急診療所（新座市保健センター）
診 察 料 健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください。）
問い合わせ �０４８―４８１―２２１１

脂肪肝からも、
肝硬変や肝臓がんが発症します
ナ ッ シ ュ ナ ッ フ ル ド ウ

ＮＡＳＨ、ＮＡＦＬＤの概念と治療
せきづか えいいち

朝霞地区医師会 関塚 永一

�０４８―４６４―４６６６

日曜・休日に実施している医療機関
�

（０４８）

４７８―１３２７

４７２―９５５５

４７１―８８００

４６７―３５８４

科 目

内・小・皮
・リハ

耳・気

整

精・神内・内

診 療 所 名

中村クリニック

志木耳鼻咽喉科医院

かきの木整形外科医院

渡邉クリニック朝霞

場所

新座

新座

新座

朝霞

�
（０４８）

４６３―２３７０

４７４―５１０３

４６６―５５５５

４７９―６３２１

科 目

内・循

外・内・整・肛

内・小・呼・
循・アレ

内・小・胃・
循・呼

診 療 所 名

磯貝医院

宮戸クリニック

宮前クリニック

新座クリニック

場所

朝霞

朝霞

朝霞

新座

月日

６

１３

２０

�

７

☆今月の主な保健衛生週間行事予定
１～３１日は「愛の血液助け合い運動月間」です！

単純性脂肪肝 ９０％

NASH（非アルコール性脂肪性肝炎）１０％
（診断時肝硬変が１０％～２０％）

午前１０：００～午後４：００

NAFLD（非ア

ルコール性脂

肪性肝疾患）

わ
た
く
し
た
ち
の
健
康 
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